
Doghotel  shirahama　利用規約および同意書

すべての愛犬、飼い主様の安全・安心なご宿泊の為、必ず最後まで規約を読み同意して下さい。

◆ 宿泊条件およびご利用の規約とマナー

 1.  宿泊できる愛犬は、ノミ・ダニ・寄生虫などが駆除済みの室内犬、また飼い主様が制御できる愛犬に限ります。

ご予約時に別途お送りするワクチン接種証明書提出フォームより、以下2点の有効期限内の証明書をご提出ください。書類が
ない場合や期限切れの場合は、ご宿泊をお断りさせていただきます。

・狂犬病ワクチン接種証明書、または狂犬病予防注射済票(接種後1年以内)

・5種混合ワクチン接種証明書、または抗体検査証明書(接種後3年以内)

・いずれも、獣医師発行の接種猶予証明書をお持ちの場合はそれに代えることができます。

また、次の愛犬はご宿泊できません
・ 生後半年未満の愛犬

・ 発情期、ヒート中(生理中)、妊娠中の愛犬

・ 室外で生活している愛犬

・ トイレのしつけができていない愛犬

・ 感染症(ウイルス感染、細菌感染など)に罹患している愛犬

・ 他の動物に感染する可能性のある寄生虫に感染している愛犬(ノミ、ダニ、フィラリア、腸管内寄生虫など)

飼い主様 本人の愛犬以外の犬を連れてのご宿泊はご遠慮ください。


滞在中、愛犬の排泄物は必ず飼い主様が処理をしてください。排泄物は専用のごみ箱にお捨ていただき、おしっこをした箇所
には十分な量の水をかけて流してください。衛生的な後始末をお願いします。


客室ベッドで愛犬とご一緒にお休みいただくことは可能ですが、お布団に汚れや損傷があった場合はクリーニング代金をご負
担いただきます。チェックアウト時にご申告がない場合は、後日ご請求いたします。


客室・ドッグランを除く館内施設では、リードをつけてご利用ください。


飼い主様の愛犬が原因で施設・家具・備品などに損傷・汚損が生じた場合は、相当額をご請求させていただきます。あらかじ
めご了承ください。


お申し込み内容に虚偽があった場合や、滞在中に本同意書の内容に違反された場合は、ご宿泊をお断りする場合がございま
す。あらかじめご了承ください。


万が一、他のお客様・他の愛犬・お持ち物などへ危害または損害を与えた場合は、当事者間で責任をもってご対応ください。
当館では責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。


万が一、不可抗力による施設内での愛犬の怪我・死亡・盗難・逃走などの不測の事故が生じた場合も、当館では責任を負いか
ねますので、あらかじめご了承ください。


タバコは所定の喫煙場所でお願いいたします。喫煙場所を除くすべての施設は禁煙です。


館内での喫煙が確認された場合、クリーニング費用を申し受けます。チェックアウト時にご申告がない場合は、後日ご請求い
たします。


マーキング癖のある愛犬は、マナーウェアの着用をお願いしております。マナーパンツは館内ショップにてお求めいただけま
す。マーキングによる特別清掃が必要となった場合は、清掃費の実費をご請求いたします。チェックアウト時にご申告がない
場合は、後日ご請求いたします。


同伴の愛犬が他のご利用者に迷惑または危険を及ぼすと当館が判断した場合は、速やかに愛犬をホテル敷地外で宿泊・滞在さ
せる手配をお願いいたします。


同伴の愛犬に起因して、他のご利用者・従業員・第三者が損害を被った場合は、飼い主様に損害賠償をお願いすることがござ
います。


客室に入室の際は、必ず愛犬の足を拭いてからご入室ください。


怪我を避ける為、客室では愛犬をキッチンに近づけないでください。


愛犬だけをお部屋に残して外出される場合は、必ず愛犬をDog Roomに入れて外出してください。


客室の露天風呂に愛犬を浸けないでください。


客室の露天風呂、シャワールームでの愛犬のシャンプー等はなさらないようお願い申し上げます。


お子様をお連れの場合は、当施設内でも目を離さないでください。


ご同伴の愛犬により施設敷地内の建物、家具、寝具、備品等に損害が生じた場合には、別途必要に応じた修理代金、クリーニ
ング代金等をご請求申し上げますので予めご了承下さい。


本利用規約に関する内容は予告なく変更することがあり、その事前通知の義務はありません。また、ご同伴愛犬に起因するご
宿泊者間のトラブルにつきましても同様に責任を負いかねます。


